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さらなる単収向上に向けて技術を検討！ 

～宮古地域野菜ハウス栽培新技術検討会を開催しました～ 

ハウス栽培の単収向上に向けて、10 月 20 日に宮古地域野 

菜ハウス栽培新技術検討会を開催しました。研修会では今年 

度管内で実施しているピーマンの低コスト環境制御技術、 

きゅうりのつる下ろし栽培技術の実証圃を見学し、当セン 

ターから実証内容の概要を説明したほか、実証農家から取り 

組んでみた感想や技術の評価等をお話いただきました。 

現地見学後は、室内研修として、農業普及技術課農業革新 

支援担当から環境制御技術の考え方や自動換気システムに関 

する講義を、農業研究センター野菜研究室からきゅうり 

つる下ろし栽培等に関する情報を提供いただきました。 

当日は若手を中心に農業者８名が参加し、参加者同士で技術を検討したり、講義を

熱心に聞く姿が見られ、生産者交流や新たな技術が刺激になった様子でした。当セン

ターでは、今後も生産者や関係機関と連携し、野菜の単収向上に向けて取り組んでい

きます。                         【担当：千葉（安）】 

いわてアグリベンチャー 

ネットでも掲載中！  

令和５年度第２回宮古地方粗飼料生産技術研修会を開催 

～ 土壌分析・草地更新・雑草防除編 ～ 

肥料や飼料等生産資材の価格高騰により畜産経営が影 

響を受けていることから、主催者の宮古農林振興センタ 

ーと当センターは、堆肥等地域資源を活用した粗飼料生 

産コストの低減、基本技術の励行による良質粗飼料の増 

収等、畜産経営の安定を図ることを目的に、９月８日に 

研修会を開催しました。 

 研修会には、宮古市会場と岩泉町会場（オンライン） 

合わせて９名が参加し、基本技術の理解醸成を目指し、 

当センターの畜産担当３名が講師を務めました。 

 参加者全員から「役に立つ」との声がありました。一方、半数の方が「一部理解で

きなかった。」との声も聞かれ、基本技術が十分理解されたわけではないことから、酪

農や和牛の技術通信等を通じて、畜産農家に研修内容を周知すると共に、個別相談に

応じた指導、支援を行っていきます。 

【担当：昆野】 

研修会の様子（岩泉会場） 

研修中の様子（ピーマン） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋冬季の農薬適正使用について 

秋冬季に栽培される施設葉菜類において農薬残留基準の超過事案が発生しています

（下表参照）。以下の事項に留意して農薬の適正使用に努めましょう。 

１ 農薬のラベルに記載されている適用作物、使用時期、使用方法等を十分に確認し 

た上で使用するとともに、農薬の使用記録を残しておく 

２ 「非結球あぶらな科葉菜類」等、作物群で登録のある薬剤を使用する場合、適用 

する作物が限られるので、適用作物の誤認がないように注意する 

３ 農薬の散布器具、収穫容器、農作業用具等の洗浄不足がないか点検する 

４ 農薬の飛散や前作で使用した農薬の土壌残留に十分注意する 

５ 農業生産工程管理（ＧＡＰ）の取組により、食の安全・安心確保の取組を一層強 

化する 

 表 食品衛生法に基づく県内産農産物における農薬残留基準値超過の事案（一例） 

年度 時期 作物 検出成分 
検出濃度 

（ppm） 

基準値 

（ppm） 
原因 備考 

令和 

３年 
６月 レタス 

殺菌剤成分 

（トルクロホス 

メチル） 

3.79 2.0 

飛散（ドリフト） 

（収穫７日前まで使用可能

な農薬を、隣接する収穫時

期の異なるレタスほ場で収

穫前日に散布した） 

・ 保 健 所 から の 回 収

命令 

・ 回 収 命 令対 象 外 の

出荷物の自主回収 

平成 

24 年 
12 月 

しゅんぎく 

（施設） 

殺虫剤成分 

（フェンバレレート） 
1.23 0.50 

散布器具の洗浄不足 

（他作物に使用した農薬が

残存していた） 

・ 保 健 所 から の 回 収

命令 

【担当：千田】 

 

令和６年産「銀河のしずく」作付募集が始まりました！ 

令和６年産「銀河のしずく」の作付募集が始まりました。作付を希望する方は下記

報告先までご連絡ください。 

⑴ 受付期間：令和５年 10 月 10 日（火）から 12 月 15 日（金）17：00 まで 

⑵ 主な作付要件 

・ 作付水田が栽培適地にあること（詳細は普及センターまでお問い合わせください） 

・ 前年の主食用米の作付面積が概ね 30a 以上であること。 

・ 農産物検査で過去２年間(令和３～４年)の１等米比率の平均が（95％）以上 

⑶ 報告先 

ＪＡ出荷者 個人販売をされている方 

新岩手農業協同組合 宮古営農経済センター 

ＴＥＬ：0193-69-3220 

宮古市 ＴＥＬ：0193-68-9094 

山田町 ＴＥＬ：0193-82-3111 

 

「銀河のしずく」は、県内での栽培面積が 4,650ha（前年比 1.9 倍）と大幅に増加し

ており、首都圏への PR 等全国的な知名度向上にも取り組んでいます。栽培に興味のあ

る方は、おいしく、作りやすい「銀河のしずく」を一度栽培してみませんか？ 

【担当：小野】 

（編集後記）  
 耕耳苑 11 月号をお読み頂きありがとうございます。食欲の秋も大詰めです。おいし

い食べ物が色々ある季節ですが、私の一押しはやっぱりお米です。皆さんは新米、食

べましたか？特に「銀河のしずく」は冷めてもおいしいので、お弁当やおにぎりにぴ

ったりです。ぜひご賞味下さい！それでは、次回の１月号もお楽しみに！     （戸田） 


